
 

 
 

 

  

はつらつ農業塾は平成 20 年にＪＡ愛知西、一宮市、稲沢市の３者

で、農業者の高齢化や後継者不足、農地の遊休化を解消して、新た

な担い手を確保することが目的で始まりました。今年度の修了式で

は、30 代の女性と 40 代の男性が巣立ち、トマトやナスの生産に取

り組む予定です。また、新たに 30 代の夫婦がタマネギ採種農家を目

指して入塾しました。 

農業塾には専業農家を目指す「担い手育成コース（２年間）」と基本的な野菜の栽培を学ぶ「生

きがいコース（１年間）」があり、これまでに２コースを合わせて約千名が卒塾しています。卒

塾後は、ＪＡのダイコン部会、夏秋なす部会、木曽川玉葱採種組合、桃かぶ会などに 29 名が属

し活躍しています。今年度の修了式では担い手育成コースの修了生が、２年間の思い出と農業改

良普及課の担当者や関係機関に対して感謝の言葉を述べました。 

入塾式では、木曽川町に引っ越してきて特産のタマネギ採種に興味を持ち、農業の基礎を学ぶ

ために入塾したＹさん夫婦が、紹介されました。 

農業改良普及課は運営協議会委員として「担い手育成コース」の入塾時の面接、進級審査、ま

た、栽培技術の講義や、毎月ほ場での実習を指導しています。就農前には就農計画の作成を支援

し、円滑な就農につなげています。今後も関係機関と連携して、新たな担い手の確保に努めてい

きます。 

 

 

 

 

 

早尾紅蓮組合は、本年度からバラ受け選花による共選出荷を本格

的にスタートし、昨年とほぼ同数の約 20 万本を関西方面の 10 市場

に出荷しました。これまで生産者自らが行っていた出荷調製作業を

パートが行うことで、作業の省力化と栽培面積の維持・拡大を目指

しています。 

同組合は、全国有数のハス花や蓮台を生産出荷する組織です。しかし、高齢化や労働力不足の

影響で年々出荷本数が減少し、市場からの需要に十分応えられないことが問題となっていました。 

この対策として、平成 29 年度に生産者、あいち経済連、ＪＡあいち海部、農業改良普及課をメ

ンバーとするバラ受け委員会を設置し、バラ受け共選実施に向けて３年間、検討と試行を重ねて

きました。この結果、令和２年度はＪＡあいち海部の出荷施設で、パートによるバラ受け共選を

本格的に開始しました。また、花の大きさを選別する手製の選別台の使用、選花基準表の導入、

乾式横箱から湿式縦箱への輸送方式の変更、鮮度保持剤の使用で、品質の高位平準化を図ってい

ます。 

海 部  本年度から、ハス花のバラ受け共選出荷スタート 

と き 

ところ 愛西市早尾町 

令和２年７月２８日（火）～８月９日（日） 

尾 張 はつらつ農業塾から２名の担い手が誕生 

と き 

一宮市、稲沢市 

令和２年７月１７日（金）：修了式、７月２２日（水）：入塾式 

ところ 

ハス花のバラ受け共選の様子 

修了証書を受ける卒塾生 



 

 

 

 

 

女性農業者活躍支援事業を活用し、商品開発プロデューサーを

講師として招き、商品開発の基礎やＳＮＳを活用した販売につい

ての研修会を開催しました。 

参加者は有利販売及び販路の新規開拓に関心が高く、農産物を

いかに販売・ＰＲするかの意識が形となりました。 

研修会では「ここが違う！ヒット商品のヒミツ」と題した講演

が行われ、①商品差別化の大切さ、②ネーミングとキャッチコ

ピー作りのコツ、③オンライン販売のためのＳＮＳの活用方法、

の３段階に分けて商品開発及び販売のノウハウを学びました。 

参加者は、実演を交えたＬＩＮＥ公式アカウントを活用した販売の紹介について特に関心が高

く、「これまで連絡手段として利用してきただけのＬＩＮＥにこのような機能があるとは知らな

かった」「早速導入し、活用してみたい」等の積極的な発言があり、参加者の経営改善に繋がる

有意義な研修会となりました。 

  

 

 

 

 

 

みよし市果樹組合共選ぶどう部会では、今年度新たに「シャインマスカット」を共選品種に追

加した。７月 31 日に出荷目揃会が開催され、８月２日から出荷が開始されました。市場で 4,500

～4,800 円（３房・２kg 箱）と高値で取引されました。 

みよし市果樹組合共選ぶどう部会の出荷目揃会が開催され、生産者６名と経済連、農協、市場

が参加し、出荷基準を確認後、出荷開始日、果粒の大きさ、着色基準、箱詰めの方法について検

討されました。 

糖度は長雨の影響から平均 16 度前後とやや低かった。そのため、収穫基準の着色は カラー

チャート値２～３（山梨県作成カラーチャート）で最終合意

され、出荷日を取り決めました。８月上旬現在、雨よけハウ

ス栽培者２名が出荷しており、価格は自家販売並みとなって

います。 

農業改良普及課は、昨年度から着色基準や中心階級の房重

等の出荷基準を、生産者や農協、市場担当者とともに検討を

重ね、出荷形態はボリューム感のあるものとなりました。ま

た、出荷形態に即した新梢管理、無核化処理方法、房管理等

の栽培管理を指導してきました。今後は、実需者から受け入

れられる高品質の果実を目指し、栽培管理の徹底を行っていきます。 

 

豊田加茂 「シャインマスカット」共選品種に加わる 販売は上々の滑り出し 

と き 

ところ みよし市 

令和２年８月 

知 多 若手女性農業者、商品開発の基礎とＳＮＳの活用を学ぶ 

と き 

ところ 知多総合庁舎（半田市出口町） 

令和２年７月２日（木） 

出荷規格の説明を受ける生産者 

講演の様子 



 

 

 

 

 

農業改良普及課は、新規就農者が農業の基礎知識を学び、

新規就農者同士で交流する機会を作る「新農業経営者セミ

ナー」の第１回を開催しました。セミナー参加者 14 名は、

部門別研修で作目ごとにグループを作り、技術指導グループ

の普及指導員や他の受講者と意見を交えながら、自分の経営

における課題、将来の目標、目標を達成するための手段を真剣に検討しました。 

初回として、部門別研修と農業制度研修を行いました。部門別研修は、同じ作目の新規就農者

との交流の場としています。自らの経営概況、課題などを発表しあい、意見交換しながら、５年

後の目標、目標達成に向けた手段について話し合いました。後半の農業制度研修では、収入保険

制度、農業制度資金、自治体の支援制度等について関係機関による講義を行いました。 

受講者からは、「他の農業者と話す機会ができてよかった」等の感想がありました。 

今年度は全５回の研修を計画しており、今後は土壌肥料、病害虫防除、農業機械、経営管理に

関する研修を開催し、新規就農者の知識習得を支援していきます。 

 

 

 

 

 

  

第 35 回田原市・ＪＡ愛知みなみ夏ぎくほ場共進会が開催され

ました。今年は草姿や花形などの品質だけでなく、栽植密度や

等階級の発生状況などの収益性にも着目して審査されました。             

第１席となったほ場は「精の一世」を栽培しており、栽植本数

が 3.3 ㎡あたり 200 本と密植にもかかわらず、ロスが少なく、

生育・開花も揃っており、品質も素晴らしい出来栄えでした。 

本年度の出品ほ場は８月旧盆出荷作型でした。生育中期から

開花まで曇雨天が続いた難しい栽培条件でしたが、出品された

ほ場 20 点は生育や開花の揃いもよく、草姿のバランスもよいも

のばかりで、天候不良をものともしない技術の高さがうかがえました。 

本作型は供花用にＭ、Ｓ規格の引き合いも多いため、通常期よりＭ、Ｓ品の発生率を上げるた

めに栽植本数を増やしたほ場もありました。今年は栽植本数を多くしつつ、ロス率が抑えられ、

２ＬからＳまでバランスの良い等階級の発生と秀品率が見込まれたほ場に高い評価がつけられ

ました。 

今後、農業改良普及課は、上位入賞者の栽培管理方法を聞き取り、部会員へ周知することで管

内の生産技術改善に役立てていきます。 

 

 

田 原 今年の夏ぎくほ場共進会は収益性にも着目！ 

と き 

ところ キク生産者ほ場（田原市） 

令和２年７月３０日（木） 
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東三河 
今年度最初の｢新農業経営者セミナー｣を開催 
新規就農者が経営の課題・将来の目標について考える 

と き 

ところ 愛知県東三河総合庁舎（豊橋市八町通） 

令和２年７月３０日（木） 

部門別研修の様子 

ほ場審査の様子 


